
 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

京都大学 大学院理学研究科 数学教室 主催 

ガロア祭 
２０１８年６月１５日(金)１６：３０〜 

 学部生の皆さんに広く数学専攻の活動を知ってもらい、また専攻を選択する際の

参考にしてもらうためのお祭りです。若くして活躍した代表的な数学者の一人というこ

とでガロアの名前を冠することにしました。主に理学部の１〜２回生を対象としていま

すが、もちろんそれ以外の方の参加も歓迎いたします。多くの皆さんの参加をお待ち

しております。 

〜ガロア祭とは？〜 

 
  

理学部６号館４０１号室（京都大学北部キャンパス内） 

 

〜プログラム〜 

佐藤康彦 助教「ワイエルシュトラスの近似定理とその周辺」

  １７：２５〜１８：１０  

伊藤哲也 准教授「数の順序からの抽象化入門」 

  １６：３０〜１７：１５  

懇親会、懸賞問題優秀解答者の表彰式（茶菓を用意します） 

  １８：３０〜１９：００  

  〜懸賞問題について〜  

 プリントの問題から好きなだけ解答してください。優れた解答を、ガロア祭の最後に表彰し賞品を出し

ます。 解答提出先：理学部３号館数学教室事務室。６月７日（木）１７：００締切。 

*懸賞問題は 2 枚目から！

伊藤哲也 准教授  「数の順序からの抽象化入門」 

1<3 [1 より 3 が大きい] 3<π [3 より円周率πの方が大きい]・・・と、数の大小関係、つまり数の間の順序

関係は普段、（数学を専門でない人でも）日常的に使用しています。その一方で、大学で学ぶ解析学で

現れるε－δ論法のように、数学の理論や基礎においては大小関係＝順序が重要な役割を果たすこと

は非常に多いです。ここでは、一見当たり前に感じられる数の順序を題材にして、周辺の話題や、天下り的

になってしまいがちな現代の数学の抽象的な定式化の背景やその動機づけなどを眺めていきたいと思いま

す。 

〜講演要旨〜 

佐藤康彦 助教  「ワイエルシュトラスの近似定理とその周辺」 

単位閉区間 [0,1] 上の連続関数は多項式で一様に近似できる。このワイエルシュトラスの美しい定理が示

されたのは、驚くことに彼が70歳という晩年の事でした。しかしこの定理は現在も輝きを失うことなく、より抽象

的な一般化が求められています。この講演では古典的な近似定理からはじまり、近年話題となっているスト

ーン＝ワイエルシュトラスに関する未解決問題までご紹介します。 

数学教室ホームページ: https://www.math.kyoto-u.ac.jp                         協力：数学セミナー(日本評論社)


